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東
芝
の
第
一
八
一
期
定
時
株
主
総
会
に
関
す
る
調
査
報
告
書
及
び
国
会
質
疑
に
お
け
る
経
産
省
答
弁
に
関
す
る

質
問
主
意
書 

 

株
式
会
社
東
芝
（
以
下
「
東
芝
」
と
い
う
）
は
、
二
〇
二
一
年
六
月
十
日
、
二
〇
二
〇
年
七
月
開
催
の
第
一
八
一
期
定
時
株

主
総
会
が
公
正
に
運
営
さ
れ
た
か
否
か
に
関
す
る
三
名
の
調
査
者
に
よ
る
調
査
報
告
書
（
以
下
「
本
件
報
告
書
」
と
い
う
）
を

公
表
し
た
。
本
件
報
告
書
は
、
東
芝
の
同
株
主
総
会
が
「
公
正
に
運
営
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
結
論
付
け
る
と
と
も

に
、
東
芝
が
経
済
産
業
省
と
連
携
し
株
主
の
権
利
行
使
に
関
し
「
不
当
な
影
響
」
を
与
え
た
と
明
記
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
「
東
芝
は
、
本
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
対
応
に
つ
い
て
経
産
省
に
支
援
を
要
請
し
、
経
産

省
商
務
情
報
政
策
局
ル
ー
ト
と
緊
密
に
連
携
し
、
改
正
外
為
法
に
基
づ
く
権
限
発
動
の
可
能
性
を
背
景
と
し
た
不
当
な
影
響
を

一
部
株
主
に
与
え
、
経
産
省
商
務
情
報
政
策
局
ル
ー
ト
と
い
わ
ば
一
体
と
な
っ
て
株
主
対
応
を
共
同
し
て
行
っ
て
い
た
。
」

（
本
件
報
告
書
一
二
〇
頁
）
等
と
し
て
い
る
。
な
お
、
本
件
報
告
書
に
よ
る
と
、
経
産
省
商
務
情
報
政
策
局
ル
ー
ト
と
は
、
経

産
省
大
臣
官
房
政
策
立
案
総
括
審
議
官
で
あ
っ
た
Ｋ
２
審
議
官
及
び
経
産
省
商
務
情
報
政
策
局
情
報
産
業
課
を
い
う
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

本
件
報
告
書
に
先
立
つ
二
〇
二
一
年
五
月
十
二
日
の
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
に
お
け
る
松
平
浩
一
委
員
の
質
疑
に
お
い



 

２ 

 

て
、
同
委
員
か
ら
、
東
芝
の
二
〇
二
〇
年
株
主
総
会
で
の
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
基
金
運
用
フ
ァ
ン
ド
（
以
下
「
Ｈ
Ｍ
Ｃ
」
と

い
う
）
の
議
決
権
行
使
に
関
し
経
済
産
業
省
の
関
与
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
問
う
た
と
こ
ろ
、
平
井
政
府
参
考
人
は
、
「
経

済
産
業
省
か
ら
水
野
元
参
与
に
対
し
て
、
報
道
に
あ
る
よ
う
な
個
別
投
資
家
の
議
決
権
行
使
に
対
す
る
働
き
か
け
を
依
頼
し

た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
答
弁
（
以
下
「
本
件
答
弁
」
と
い
う
）
し
て
い
る
。 

 
 

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
報
告
書
に
お
い
て
は
、
東
芝
は
、
経
産
省
商
務
情
報
政
策
局
（
主
に
本
件
報
告
書
上
の
「
Ｋ
１
課

長
」
）
を
通
じ
て
、
Ｈ
Ｍ
Ｃ
に
議
決
権
を
行
使
し
な
い
よ
う
水
野
元
参
与
（
本
件
報
告
書
上
の
「
Ｍ
氏
」
）
に
事
実
上
交
渉

を
依
頼
し
、
同
参
与
は
Ｈ
Ｍ
Ｃ
と
接
触
し
、
結
果
と
し
て
Ｈ
Ｍ
Ｃ
は
議
決
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
本

件
報
告
書
に
は
、
随
所
に
、
Ｋ
１
課
長
が
Ｍ
氏
に
Ｈ
Ｍ
Ｃ
と
の
交
渉
・
働
き
か
け
を
依
頼
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
メ
ー
ル
等

の
や
り
取
り
の
記
載
が
あ
り
、
「
東
芝
が
、
（
省
略
）
経
産
省
と
い
わ
ば
一
体
と
な
っ
て
、
具
体
的
に
は
Ｋ
１
課
長
を
介
し

て
、
経
産
省
参
与
の
地
位
に
あ
る
Ｍ
氏
に
対
し
て
Ｈ
Ｍ
Ｃ
と
交
渉
を
行
う
こ
と
を
事
実
上
依
頼
し
た
」
（
本
件
報
告
書
一
一

七
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
本
件
報
告
書
の
内
容
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
件
答
弁
は
事
実
に
反
す
る
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
そ
の
可
能
性
が

非
常
に
高
い
と
思
料
す
る
が
、
本
件
答
弁
を
維
持
す
る
か
、
修
正
す
る
か
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
な
お
、



 

３ 

 

本
質
問
は
あ
く
ま
で
も
本
件
答
弁
と
本
件
報
告
書
の
内
容
を
比
較
し
て
の
政
府
の
見
解
を
問
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
報

告
書
を
受
け
て
今
後
東
芝
が
行
う
対
応
等
に
関
わ
り
な
く
現
時
点
で
の
政
府
の
回
答
を
求
め
る
。 

二 

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
は
二
〇
一
九
年
十
一
月
に
改
正
さ
れ
、
同
改
正
は
二
〇
二
〇
年
五
月
八
日
に
施
行
さ
れ
た

（
以
下
「
改
正
外
為
法
」
と
い
う
）
。
こ
れ
は
、
投
資
促
進
と
安
全
保
障
上
重
要
な
技
術
情
報
の
流
出
防
止
と
を
調
和
さ
せ

る
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
規
制
を
厳
格
化
す
る
改
正
と
し
て
、
行
為
時
事
前
届
出
制
度
の
拡
大
（
代
表
者
等
一
定
の
関
係
の

あ
る
者
の
取
締
役
選
任
議
案
へ
の
同
意
等
が
事
前
届
出
の
対
象
と
な
っ
た
）
が
あ
る
。 

 

１ 

改
正
外
為
法
の
趣
旨
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
排
除
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
理
解
で
よ
い

か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

本
件
報
告
書
は
、
調
査
に
よ
り
確
認
で
き
た
詳
細
な
メ
ー
ル
等
の
資
料
を
基
に
、
「
商
務
情
報
政
策
局
ル
ー
ト
及
び
東

芝
は
、
エ
フ
ィ
ッ
シ
モ
の
株
主
提
案
権
の
行
使
表
明
を
受
け
て
、
（
省
略
）
①
安
全
保
障
貿
易
管
理
政
策
課
に
よ
る
正
式

ル
ー
ト
の
改
正
外
為
法
に
基
づ
く
手
続
き
の
進
行
を
巧
み
に
活
用
し
、
こ
れ
に
加
え
て
、
②
東
芝
に
よ
る
「
太
陽
政
策
」

と
③
商
務
情
報
政
策
局
ル
ー
ト
に
よ
る
趣
旨
不
明
瞭
な
「
会
話
」
を
緊
密
に
連
関
さ
せ
る
こ
と
で
、
エ
フ
ィ
ッ
シ
モ
の
株

主
提
案
を
取
り
下
げ
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
」
（
本
件
報
告
書
九
十
七
頁
）
と
認
定
し
て
い
る
。 



 

４ 

 

 
 
 

そ
の
上
で
、
「
東
芝
及
び
商
務
情
報
政
策
局
ル
ー
ト
が
い
わ
ば
一
体
と
な
っ
て
行
っ
た
一
連
の
行
為
は
、
エ
フ
ィ
ッ
シ

モ
を
排
除
す
べ
き
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
で
あ
る
と
決
め
つ
け
る
こ
と
か
ら
出
発
し
て
、
改
正
外
為
法
上
の
当
局
の
権
限
を
発

動
さ
せ
、
あ
る
い
は
、
か
か
る
権
限
を
背
景
と
し
た
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
エ
フ
ィ
ッ
シ
モ
の
株
主
提
案
に
対
処
し
よ
う

と
し
て
い
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
」
（
本
件
報
告
書
一
〇
四
頁
）
と
し
、
「
少
な
く
と
も
改
正
外
為
法
の
趣
旨
を
逸
脱

す
る
目
的
で
、
不
当
に
株
主
提
案
権
の
行
使
を
制
約
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
」
（
本
件
報
告
書
一
〇

七
頁
）
と
結
論
付
け
て
い
る
。 

 
 
 

本
件
報
告
書
で
の
当
該
認
定
事
実
は
、
政
府
の
認
識
す
る
事
実
と
同
様
で
あ
る
か
。
当
該
認
定
事
実
が
政
府
の
認
識
す

る
事
実
と
同
様
で
あ
る
場
合
、
上
記
評
価
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
仮
に
当
該
認
定
事
実
が
政
府
の
認

識
す
る
事
実
と
同
様
で
あ
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
場
合
、
政
府
に
よ
る
詳
細
調
査
を
要
求
す
る
。
な
お
、
本
質
問
は
あ

く
ま
で
も
本
件
報
告
書
へ
の
政
府
の
見
解
を
問
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
報
告
書
を
受
け
て
今
後
東
芝
が
行
う
対
応
等

に
関
わ
り
な
く
現
時
点
で
の
政
府
の
回
答
を
求
め
る
。 

三 

本
件
報
告
書
で
は
、
「
株
主
提
案
を
取
り
下
げ
よ
う
と
し
た
一
連
の
動
き
は
、
随
所
に
法
令
等
に
抵
触
す
る
疑
い
の
あ
る

行
為
す
ら
見
受
け
ら
れ
」
（
本
件
報
告
書
一
〇
七
頁
）
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
報
告
書
の
調
査
者
で
あ
る
中



 

５ 

 

村
隆
夫
弁
護
士
に
よ
れ
ば
、
国
家
公
務
員
法
の
守
秘
義
務
違
反
の
疑
い
が
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
二
一
年

六
月
十
日
に
行
わ
れ
た
調
査
者
に
よ
る
記
者
会
見
）
。 

 
 

こ
の
点
、
本
件
報
告
書
に
お
い
て
は
、
「
Ｋ
１
課
長
が
エ
フ
ィ
ッ
シ
モ
か
ら
入
手
し
た
協
働
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
求
め

る
レ
タ
ー
に
関
す
る
情
報
を
東
芝
に
漏
洩
し
た
」
（
本
件
報
告
書
一
〇
四
頁
）
と
の
認
定
事
実
が
あ
る
。
当
該
認
定
事
実
が

政
府
の
認
識
す
る
事
実
と
同
様
で
あ
れ
ば
、
当
該
行
為
は
、
国
家
公
務
員
法
第
百
条
第
一
項
に
規
定
す
る
守
秘
義
務
違
反
で

あ
る
と
思
料
す
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
仮
に
当
該
認
定
事
実
が
政
府
の
認
識
す
る
事
実
と
同
様
で
あ
る
か
ど

う
か
不
明
で
あ
る
場
合
、
政
府
に
よ
る
詳
細
調
査
を
要
求
す
る
。 

四 

本
件
報
告
書
は
、
東
芝
が
株
主
総
会
の
対
処
方
針
を
菅
官
房
長
官
（
当
時
）
に
説
明
し
た
と
推
認
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
「
（
二
〇
二
〇
年
七
月
開
催
の
第
一
八
一
期
定
時
株
主
総
会
前
の
）
七
月
二
十
七
日
朝
に
車
谷
氏
の
部
下
で
あ
る
加
茂

氏
が
、
菅
官
房
長
官
と
の
朝
食
会
に
出
席
し
、
持
参
し
た
資
料
に
基
づ
き
菅
官
房
長
官
に
説
明
し
、
菅
官
房
長
官
か
ら
「
強

引
に
や
れ
ば
外
為
で
捕
ま
え
ら
れ
る
ん
だ
ろ
？
」
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
た
」
（
本
件
報
告
書
六
十
一
頁
）
、
「
七
月

二
十
七
日
午
前
十
時
頃
、
Ｋ
２
審
議
官
が
菅
総
理
大
臣
に
対
し
て
、
東
芝
に
関
す
る
報
告
を
行
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
」

（
本
件
報
告
書
八
十
六
頁
）
等
と
指
摘
し
て
い
る
。 



 

６ 

 

 
 

し
か
し
な
が
ら
、
菅
総
理
大
臣
は
、
こ
の
件
に
関
す
る
二
〇
二
一
年
六
月
十
日
の
記
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
「
全
く
承

知
し
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
」
と
否
定
し
て
い
る
。 

 
 

当
時
官
房
長
官
で
あ
っ
た
菅
総
理
大
臣
は
、
本
件
報
告
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
五
月
十
一
日
と
七
月
二
十
七
日
の
朝
食
会

に
出
席
し
た
か
。
出
席
し
て
い
れ
ば
東
芝
担
当
者
と
の
や
り
取
り
の
内
容
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

梶
山
経
済
産
業
大
臣
は
本
件
報
告
書
公
表
の
翌
日
で
あ
る
六
月
十
一
日
の
定
例
記
者
会
見
で
、
ま
ず
は
東
芝
の
本
件
報
告

書
を
受
け
て
の
対
応
を
待
ち
た
い
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
件
報
告
書
に
お
い
て
は
、
株
主
権
の

行
使
の
制
約
に
つ
い
て
経
産
省
幹
部
の
関
与
の
指
摘
、
水
野
元
参
与
へ
の
依
頼
に
つ
い
て
本
件
国
会
答
弁
と
矛
盾
す
る
事
実

の
指
摘
、
さ
ら
に
は
随
所
に
法
令
等
（
国
家
公
務
員
法
等
）
に
抵
触
す
る
疑
い
の
あ
る
行
為
が
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て

い
る
。 

 
 

本
件
報
告
書
の
記
載
が
真
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
行
政
の
公
正
や
信
頼
を
大
き
く
損
な
う
も
の
で
あ
り
、
も
は
や
東
芝
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
に
留
ま
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
本
件
報
告
書
記
載
の
事
実
関
係
が
政
府
の
認
識
す
る
事
実
と
異
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
民
間
企
業
で
あ
る
東
芝
の
対
応
を
待
つ
こ
と
な
く
、
ど
の
部
分
が
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
政
府
か
ら
国
民
に

説
明
を
す
べ
き
責
任
が
あ
る
と
思
料
す
る
が
、
改
め
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 



 

７ 

 

 
右
質
問
す
る
。 


